
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校での 6年間の学びも、明日の卒業式で最後となります。先日 13日（金）には、リハーサルを行い、入

場から国歌や校歌、証書授与、呼びかけと式歌、そして退場までの流れを確かめました。私からは、小学校を卒

業し、中学校生活を迎えるにあたって、「中学校生活は、答えは自分の中にあり、自分で考え、自分で行動する

のが中学生。頑張るのも自分、怠けるのも自分、その責任を取ることも自分だということ。これまでのように、自

分の行動は、先生や友だち、親のせいにはできません。中学校生活では①他人に判断を預けないこと。友だち

に自分の中学校生活を左右されることほど、残念なことはありません。②背中を追わないこと。友だちの目を気

にして、行動を気にして、言葉を気にして、とりあえず行動をともにして、後ろについてってという、自分ではない

自分がいたとしたら、そのような自分から卒業するチャンスです。この機会を逃さないようにしましょう。」「また、

卒業式は、小学校での最後の授業です。名前を呼ばれて返事をすること、自分の思いや願いを語ることだけで

なく、歩き方、座り方、立ち方、歌など、6年間の学びの集大成となる姿を、お

祝いに来てくださった保護者の皆様、地域の方々など、多くの方々に見せられ

るようがんばりましょう。」という話をしました。４、５年生は、学校代表として、卒

業式に参加します。これまでの練習の成果を自信にもち、卒業式の成功につ

なげてほしいと思います。１～3年生の皆さんは、自宅学習となりますが、自宅

から「6年生、おめでとう！」というお祝いの気持ちをもってあげてください。水

沢小学校のみなさんで、6年生の卒業をお祝いしましょう！ 

今日は、これまで授業の中で計画をしてきたなかよし調理実習の時間です。３、４限め

に行いましたが、20分休みの終わりごろには、家庭科室に移動し、準備を始めました。

ホワイトボードには、予め調べてあったホットケーキの調理順が書かれています。ホットプ

レートを温め、さあ、焼き始めました。少し早めにひっくり返してしまい、形が崩れてしまい

ましたが、「失敗してもいいやん。失敗も成功のもと！」と、お互いにプラスの声かけをしな

がら、1枚 1枚丁寧に焼いていきました。「職員室の先生方にも食べてもらおう！」子どもたちの心遣いの言葉

が気持ちよく感じました。自分たちももちろん、誰かのことを考えながら活動できた姿が素晴らしかったです。 

 朝の登校指導に出かけると、子どもたちがまとまって歩いてくる姿が見られます。先日、町別

下校で来年度に向けて新しい並び方や登校時刻の確認をした後、新しい班長さんをはじめ、

安全に登校できている様子を見てうれしく感じました。 
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